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嘉島町議会だより 第10号嘉島町議会だより 第10号

①総務常任委員会 委員長 
　監査委員

②今年は町民会館、運動公園も落成し、文化・
スポーツ面では飛躍の年となります。又、
東部地区住民の念願でした東部台地開発
が決定し動き出す事となりました。これか
ら議会執行部一丸となって、地域発展の為
に全力を尽くす所存です。

①経済厚生常任委員会委員長
　益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会議長

②農業従事者及び後継者の生活向上（TPP
他）に取り組み協力致します。差別のない、
明るい、安心安全の町づくりに取り組み、
嘉島町に住んで良かったと思える様、議会
又町当局と共に努力致します。

2 木下　徹 議員

①議会運営委員会委員 
　経済厚生常任委員会委員 
　議会広報特別委員会副委員長 
　益城、嘉島、西原環境衛生組合議会議員

②地方財政事情は厳しい状況が続くものと
思われます。少子高齢化社会の急速な進展
や住環境の整備。産業育成等課題は山積み
しています。町民の皆様の声を行政に反映
し町の活性化を図り、住んで良かった”水
の郷”嘉島づくりに努めてまいります。

5 岡　牧生 議員

①議長 
　総務常任委員会委員
　上益城広域連合議会議員

②議会議員の相互の融和を図り、嘉島町が飛
躍の年となりますように本年も、議会、執
行機関、一体となって努力してまいりま
す。

6 木田　勝 議員

①副議長
　議会運営委員会委員長
　経済厚生常任委員会委員 
　議会広報特別委員会委員
　上益城広域連合議会議員

②水田農業政策（減反、経営所得安定対策）が
決定し減額され、５年後廃止になります。
飼料用米への転換６次産業化へ農家、行政
ＪＡが一体となり収入増加を図れる農業
へと推進してまいります。

7 河原　泉 議員

①議会運営委員会副委員長
　建設常任委員会委員長 
　御船地区衛生施設組合議会議員

②「初心忘れず」町民の皆様方のご意見を伺
いながら、執行部と一体となって、住んで
みたい嘉島町、住んでよかった嘉島町づく
りに、全力投球で頑張ってまいります。

8 住田　守 議員

①建設常任委員会副委員長 
　議会広報特別委員会委員

②本年も身近な問題解決に取り組み、東西バ
ランスのとれた町づくり、魅力あふれ活気
ある嘉島町を目指した活動と行動をした
いと思います。ご指導よろしくお願い申し
上げます。

10 鍋田　平 議員

①総務常任委員会副委員長
　議会広報特別委員会委員
　上益城消防組合議会議員

②議員生活４年目を迎えました。この生活の
中でいつも考えているのが、皆さんの役に
立てているのか自問自答しています。何事
も初心を忘れずに今年も頑張ります。

11 宮本　睦生 議員

当選回数順

①所 属 委 員 会 等
②今 年 の 抱 負

平成26年平成26年 に向けて！に向けて！
1 川上　國治 議員

①建設常任委員会委員
　 御船地区衛生施設組合議会議員

②地域の皆様と共に「笑顔に満ちた元気な
町」を目指し、安心して暮らせる町づくり
に向けて、更に努力を重ねてまいります。

3 本田　金男 議員

①議会運営委員会委員 
　総務常任委員会委員 
　議会広報特別委員会委員長 
　上益城消防組合議会議員

②長年の夢であった町民会館や総合運動公
園の完成と叶えられた中、残っていた東部
台地土地区画整理事業の認可もおり、本格
化する中、東西均衡ある町づくりの為、最
後の取り組みに執行部と一体となって鋭
意努力してまいります。

4 津出　悦男 議員

①経済厚生常任委員会副委員長

9 富山　勝 議員

②「輪」にちなんで人との輪（和）を大切にし
て行く年にしたい。又、農業対策、福祉介護
対策に取り組みたいと思います。嘉島町は
毎年飛躍しており、今後共ますます発展す
るよう住みやすい町づくりに町民の方と
共に頑張りたいと思います。
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条例改正、議決事件補正
予算、など９議案どおり可決
しました。

12月定例会
12月9日～12月11日

平成25年 第4回補正予算

◎特別会計補正予算

一般会計補正予算⇒１４１６万９千円追加し

・児童手当扶助……603万円
 ※受給対象児童の増加

・青年就農給付金事業補助金……75万円
 ※45歳未満の新規就農者に対する支援

予算総額 ５０億７１６７万円に
主な補正内容

議
案
審
議
可
決
さ
れ
た
議
案

○
嘉
島
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
嘉
島
町
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て

○
嘉
島
町
介
護
保
険
条
例
及
び
嘉
島
町

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て

○
嘉
島
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
の
つ
い
て

○
嘉
島
町
下
水
道
条
例
及
び
嘉
島
町
営

住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

町
民
会
館
舞
台
大
道
具
の
主
な
備
品

（
金
屏
風
・
松
羽
目
）

○
平
成
25
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

○
平
成
25
年
度
嘉
島
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
25
年
度
嘉
島
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　介護保険（第３号）居宅介護サービス給付費900万円の増額、介護予防サービス給付金
400万円の増額、施設介護サービス給付費1450万円の減額等で、総額7億2815万1千円
に、公共下水道事業（第３号）一般管理費に要する経費（口座振り込み手数料等）6万4千円
が主な内容で総額7億811万5千円となりました。

（金屏風）

（松羽目）
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5

宮
本 

睦
生 

議
員

答

　今
後
の
町
税
収
納

　方
法
は
？

本
町
で
は
、
住
民
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
職
業
や

生
活
環
境
の
多
様
化
に
伴

い
、
現
在
の
町
税
収
納
方

法
で
は
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い

か
。他

町
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
・
ペ
イ
ジ
ー
収
納
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
な
ど
の

多
様
な
収
納
方
法
が
導
入

さ
れ
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う

職
員
の
事
務
負
担
は
増
大

し
、
弊
害
が
伴
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
も
対
応
し
、
事
務
の

問

答

答

答

答

問

問

問問

合
理
化
効
率
化
を
図
れ
る｢

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス｣

の
導

入
を
研
究
・
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　税
務
課
長

｢
ト
ー
タ
ル
収
納
サ
ー
ビ

ス｣
は
行
政
事
務
の
合
理

化
・
効
率
化
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
観
点
か
ら
い

え
ば
理
想
的
な
収
納
環
境

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
初
期
費
用

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
投
入
し
た
額
に
対
す
る

効
果
は
不
透
明
な
部
分
も

あ
り
、
将
来
的
に
導
入
コ

ス
ト
の
低
減
が
見
込
ま
れ

れ
ば
、
そ
の
時
点
に
お
い

て
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
慮
し
ま
す
。

　町
民
会
館
の
竣
工
に

　伴
う
駐
車
場
確
保
は
？

町
民
会
館
の
駐
車
場
も

計
画
・
施
工
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
民
文
化
祭
な
ど

催
さ
れ
た
場
合
、
町
民
の

自
動
車
で
町
民
体
育
館
や

役
場
の
駐
車
場
が
満
車
状

態
に
な
る
と
考
え
る
。
町

民
会
館
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
更
に
多
く

の
人
が
集
ま
り
駐
車
場
が

足
り
な
く
な
る
の
で
は
。

　社
会
教
育
課
長

町
民
会
館
駐
車
場
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
動
車
183

台
、
駐
輪
場
50
台
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
役
場
駐
車

場
220
台
、
町
民
体
育
館
駐

車
場
182
台
と
隣
接
し
た
施

設
の
駐
車
場
を
合
わ
せ
る

と
利
用
可
能
台
数
は
585
台

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

利
用
者
が
多
く
な
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
駐

車
場
の
併
用
に
よ
る
利
用

を
考
え
て
い
ま
す
。

　嘉
島
東
部
台
地
の

　名
称
は
公
募
で

嘉
島
東
部
台
地
土
地
区

画
整
理
事
業
は
計
画
通
り

推
移
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

名
称
を
公
募
す
る
こ
と
に

よ
り
、
東
部
台
地
が
よ
り

注
目
さ
れ
、
シ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
、
保
留
地

売
買
の
宣
伝
に
な
る
の
で

は
。

　建
設
課
長

本
事
業
に
つ
い
て
は
仮

換
地
設
計
や
道
路
な
ど
の

詳
細
設
計
を
来
年
度
に
行

い
、
平
成
27
年
度
よ
り
工

事
に
着
手
で
き
る
見
込
み

で
す
が
、
造
成
が
進
ん
で

保
留
地
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
時

期
を
想
定
し
、
そ
の
時
点

で
の
社
会
経
済
情
勢
と
保

留
地
販
売
戦
略
を
加
味
し
、

イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　嘉
島
町
立
嘉
島
幼
稚
園

　に
図
書
室
の
増
設
を

嘉
島
幼
稚
園
は
、
25
年

度
か
ら
３
歳
児
の
受
入
れ

に
伴
い
、
今
ま
で
の
図
書

室
が
教
室
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
の
で
、
図
書
室

が
無
い
状
態
で
す
。
子
ど

も
の
豊
か
な
感
性
を
育
む

幼
児
教
育
に
は
図
書
室
が

必
要
と
思
う
が
、
増
設
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

　学
校
教
育
課
長

本
年
度
は
３
歳
児
を
受

入
れ
た
の
で
、
園
内
に
余

裕
教
室
が
無
い
状
態
で
す
。

現
状
は
遊
戯
室
の
一
角

を
図
書
コ
ー
ナ
ー
と
し
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
読
書
活
動
の
状
況
、

施
設
内
ス
ペ
ー
ス
の
有
効

活
用
を
幼
稚
園
と
協
議
し

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
会
館
に
開

設
さ
れ
る
図
書
室
も
利
用

し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　浮
島
神
社
入
り
口
交
差
点

　に
右
折
レ
ー
ン
の
新
設
を

県
道
六
嘉
秋
津
新
町
線

に
接
す
る
町
道
下
六
嘉
線

及
び
町
道
浮
島
線
交
差
点

に
右
折
レ
ー
ン
が
な
く
、

車
１
〜
２
台
し
か
右
折
で

き
ず
混
雑
し
て
い
ま
す
。

特
に
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
に
は
直
進
者
及
び
左
折

者
が
１
台
も
通
れ
な
い
状

態
で
す
。

町
道
鯰
下
六
嘉
線
は
拡

幅
工
事
及
び
歩
道
整
備
計

画
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
現
ま
で
相
当
の
予
算
と

時
間
が
掛
か
り
そ
う
で
す
。

先
行
し
て
当
該
交
差
点

に
右
折
レ
ー
ン
を
新
設
す

れ
ば
混
雑
が
解
消
さ
れ
る

と
思
う
が
。

　建
設
課
長

町
道
鯰
下
六
嘉
線
の
歩

道
整
備
を
行
う
な
ど
段
階

的
に
整
備
し
て
い
く
中
で
、

交
差
点
の
交
通
需
要
を
見

極
め
な
が
ら
県
道
六
嘉
秋

津
新
町
線
と
の
交
差
点
改

良
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
予
算
の
な
か

で
の
道
路
整
備
と
な
り
ま

す
の
で
、
交
通
需
要
を
把

握
し
た
道
路
交
通
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

鍋
田 

　平 

議
員
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答
　あ
い
さ
つ
運
動
推
進

　
　委
員
会
の
設
置
を

学
校
、
地
域
、
保
護
者
、

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
取
り
組
む
あ
い
さ
つ
運

動
推
進
委
員
会
を
設
立
し
、

町
民
へ
の
啓
発
活
動
、
広

報
活
動
を
取
り
組
ん
で
は
。

　社
会
教
育
課
長

町
の
取
組
と
し
て
は
、

現
在
の
嘉
島
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
に
お
け
る
家

庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
青
少
年
の
健
全

育
成
に
関
す
る
取
り
組
み

等
を
活
用
し
、
今
後
よ
り

一
層
の
あ
い
さ
つ
運
動
や

啓
発
活
動
の
推
進
を
考
え

問

答

答

問

問

て
お
り
、
委
員
会
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　今
後
の
嘉
島
町
農
業

　
　対
策
は
？

政
府
は
生
産
調
整
（
減

反
）
に
つ
い
て
、
五
年
後

の
２
０
１
８
年
度
を
め
ど

に
廃
止
す
る
方
針
を
固
め

ま
し
た
。
減
反
制
度
に
よ

る
小
規
模
農
家
を
支
援
し

て
き
た
も
の
が
な
く
な
り
、

経
営
が
立
ち
行
か
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
少
規
模
農

家
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
、

今
後
町
の
農
業
対
策
に
つ

い
て
。　農

政
課
長

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の

米
政
策
を
見
直
し
、
直
接

支
払
交
付
金
10
ａ
当
た
り

１
５
，
０
０
０
円
を
来
年

度
か
ら
半
額
の
７
，
５
０

０
円
に
減
額
し
２
０
１
７

年
度
ま
で
で
廃
止
す
る
一

方
、
転
作
作
物
へ
の
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
全
農
家
に
交
付
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
２
０
１
５
年

度
か
ら
は
認
定
農
業
者
、

集
落
営
農
、
認
定
就
農
者

に
限
り
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
変
わ
り
ま
す
。
嘉
島
町

に
お
い
て
は
小
規
模
農
家

を
含
め
ほ
ど
ん
ど
の
農
家

が
集
落
営
農
組
織
に
加
入

し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
畑
作
物

の
直
接
支
払
交
付
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
大

豆
の
団
地
化
に
よ
る
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
、

高
品
質
の
大
豆
・
麦
を
生

産
し
、
最
高
の
助
成
金
を

獲
得
す
る
な
ど
し
て
農
家

所
得
を
確
保
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
大

豆
団
地
化
に
よ
る
土
地
利

用
型
農
業
を
推
進
し
、
又
、

農
家
の
経
営
安
定
、
所
得

の
向
上
に
繋
が
る
か
検
討

し
取
組
む
考
え
で
す
。

　期
日
前
投
票
の
際
に
記

　
　入
す
る
「
宣
誓
書
」
を

　
　投
票
所
入
場
券
裏
面
に

　
　印
刷
す
る
改
善
を

期
日
前
投
票
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
投
票
当
日
都

合
に
よ
り
投
票
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
改
善
さ
れ
、

よ
り
投
票
に
行
き
や
す
く

な
っ
た
。

「
宣
誓
書
」
に
自
宅
で
氏

名
等
必
要
事
項
を
自
署
で

き
る
よ
う
に
現
在
の
投
票

入
場
券
裏
面
に
「
宣
誓
書
」

を
印
刷
す
れ
ば
、
一
時
的

に
は
印
刷
経
費
増
大
に
な

る
が
、
以
後
将
来
的
に
継

続
し
て
使
用
で
き
る
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
所

で
高
齢
者
の
方
が
苦
痛
に

さ
れ
て
い
た
自
署
が
不
要

に
な
れ
ば
、
期
日
前
投
票

事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
投
票
が

行
わ
れ
、
投
票
率
の
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
次
期
選
挙
ま

で
に
「
宣
誓
書
」
の
改
善

が
で
き
る
か
を
伺
い
た
い
。

　総
務
課
長

現
在
の
期
日
前
投
票
方

法
は
、
選
挙
当
日
に
投
票

所
に
行
け
な
い
理
由
を
聞

い
て
「
宣
誓
書
」
に
氏
名

を
自
署
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

質
問
の
入
場
券
に
宣
誓

書
を
印
刷
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
文
字
が
小
さ
く
な

り
読
み
に
く
く
署
名
し
に

く
い
な
ど
、
選
挙
人
に
不

便
な
思
い
を
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら

現
段
階
で
は
、
入
場
券
へ

の
宣
誓
書
の
印
刷
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
投
票

率
の
向
上
や
投
票
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
選
挙
管
理
委
員
会
で

今
後
、
協
議
し
て
い
き
ま

す
。答

弁
を
受
け
て

是
非
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
中
で
十
分
協
議
さ
れ

て
、
改
善
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
ほ
し
い
。
熊
本
市
、

八
代
市
、
菊
池
市
は
自
宅

で
の
事
前
記
入
が
導
入
さ

れ
て
い
る
の
で
、
本
町
も

県
内
町
村
に
先
駆
け
を

き
っ
て
改
善
を
図
り
導
入

し
て
も
ら
い
た
い
。

富
山 

　勝 

議
員

津
出 

悦
男 

議
員
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平成25年8月７日から９日、番の州浄園汚泥再生処理セ
ンター（香川県）及び塩美園汚泥再生処理センター（愛媛
県）において、し尿、浄化槽汚泥、学校給食の生ゴミの堆肥
化処理施設の視察研修を行った。
番の州浄園汚泥再生処理センターは、浄化槽、公共下水
道の普及状況の変化に対応する施設となっており、循環型
社会構築のため膜分離等最新の処理能力を整え、水処理
設備から発生する汚泥の一部を堆肥化されており、また、運
転管理に関する業務は、民間に委託しており、現在施設の延
命化を図りつつ維持管理に努められている。
塩美園汚泥再生処理センターは、し尿、浄化槽汚泥の水処理設備から発生する汚泥と学校給食の生ごみ
を併せて処理し、堆肥化する資源化施設です。組合直営の施設で、施設の延命化を図りつつ維持管理に努
められている。
我が組合施設は、稼働後22年を経過しており、老朽化による設備の更新時期を迎えています。管理運営
上、コストの削減を目標におき、数々の施策を施しながら耐用年数の延伸を図ってきましたが、現状、急激な
施設の性能低下が見受けられ、より適切な延命化対策を講ずる必要があります。
また、約10年～15年後、施設を更新するうえにおいて、新たに資源化施設を設置した汚泥再生処理セン
ターの建設を見据え、更新整備計画を中心とした施策が必要となります。
今後の施設の更新に伴う、整備計画に役立つ研修でありました。

御船地区衛生施設組合視察研修
将来を見据えた循環型や資源化施設の方向性を踏まえて　（報告者　住田　守）

組合議会は、11月28日から30日の３日間で、静岡県と山梨県の焼却施設を視察した。
初日は静岡県袋井市の中遠クリーンセンターを視察した。平成20年３月より稼動しており、施設規模として
は、１日132ｔのごみを処理でき、処理方式はシャフト式直接溶
融炉を採用し、ごみ溶融処理を中核とした環境負荷の少ない
施設となっていた。溶融された溶融物はメタルとスラグに分離
され、それぞれ資源として再利用されていた。焼却による熱エ
ネルギーは発電、場内給湯に利用するとともに、隣接地にある
余熱利用施設「風見の丘」に温水を供給していた。又、敷地内
の調整池は多目的広場として地域住民に無料で開放してい
た。
翌日は山梨県大月市のまるたの森クリーンセンターを視察
した。この施設の処理方式においては、連続燃焼式ストーカ炉
を採用しており、焼却灰は灰溶融炉でスラグにしていた。排ガ
ス処理についてはバグフィルターシステム及び触媒反応炉で
排ガス中のダイオキシン類を分解し公害防止対策に万全を
期していた。リサイクルプラザでは品目ごとにラインがあり回
収品ストックヤードに保管されていた。近隣には地域還元施
設として「初狩憩いの公園サッカー場」を建設していた。
今回の視察では、両施設とも環境と安全に配慮した施設で
あり、今後の施設建設にあたり大いに参考になる視察でした。

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合視察研修
好ましい資源再利用や公害防止の万全化、施設等に感銘　（報告者：岡　牧生）

山梨県：まるたの森クリーンセンター
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建設常任委員会

経済厚生常任委員会

総務常任委員会

研 修 者

場　　所

研修事項

（委員長）住田　守　（副委員長）鍋田　平　（副議長）河原　泉

千葉県酒々井町尾上浄水場・成田市役所

酒々井町公共下水道事業の加入促進方策と今後の課題
・工事前の地元説明と町の広報紙による啓発活動が効果となり、町民の下水道整備事業の関心が
高まり、90%を超える加入率及び加入促進となった。
・下水道使用料の未納対策としては自払等で通帳から直接引き落としが出来るように始めから対
策を考え、未納者には「納入お願い状」を送付し、これで支払われない場合は「督促状」を送
付してお願いしている。
・老朽化対策としては 20 年 30 年後に向けてであるが、想定した積み立て等を行うなど事前対策
を考えている。

成田市の区画整理事業の取組と成果
・組合事業主体で、大手住宅業者２社と共同で対応し、「組合だより」など進捗状況を随時提供す
ることで地権者の協力体制ができたことと商業施設を中心とした生活しやすい環境、病院を一
箇所に集中させるなど、安心・安全な町づくり、又、若い世代が住みやすい環境設計にしたた
めに若い夫婦が増加するなどの好材料が区画整理事業をスムーズに完成させることができた。
・仮換地については離散していた土地を集約させるなど理解をいただく努力をした。
・自然環境問題はできるだけ自然環境を壊さないよう地元の意見を取り入れたことで解決した。

研 修 者

場　　所

研修事項

（委員長）木下　徹　（副委員長）富山　勝　（委員）岡　牧生　（委員）河原　泉

沖縄県北中城村（キタナカグスクソン）ほか

北中城村の介護支援、長寿日本一について学ぶ
　介護支援では介護支援の中で予防モデル事
業(市町村介護予防強化推進事業)として要支
援者数に必要な予防サービス及び生活支援
サービスを明らかにするために、一次予防事業
対象者から要介護２までの者であって、日常生活動作が自立又は見守りレベルかつ日常生活行為の支
援の必要可能性のある者に対するサービスニーズの把握、必要なサービス（予防サービス及び生活支援
サービス）の実施をしている。女性２年連続長寿日本一が危ういと言われ、近い将来次の高齢者世代の
長寿が危惧されている中で肥満や生活習慣、特定健康受診率の低さ等の課題があると言われる。しかし
昔の知り合いが寄りあって話す事、その楽しみに自分で通わないと出来ない環境を作り、ミス(美寿)コン
テスト（80才以上の女性）を祭りと兼ねて楽しさ、元気を出させている取組みが２年連続長寿を保ってい
ると考える。

研 修 者

研修事項

（委員長）川上國治　（副委員長）宮本睦生　（委員）津出悦男　（委員）木田勝

今後の納税はどうあるべきか！（将来に向けて）
　長野県信濃町では新しい納税システムの導入を検討している。私たちの町は、住民が増加傾向にあり、
職業も多様化しており収納方法も検討していく時期に来たのではないかと考えられる。
しかしながら、信濃町で検討されている納税システムにはかなりの初期投資金額を必要とし、｢町が広す
ぎて、納入が困難｣であるなどの条件では無いため、まだまだ我が町では検討の余地があると思われます。
最後に、今後も他町の良い方法（政策）などを広い視野で学んでいきます。
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主な議会活動 （平成25年11月から平成26年1月まで）

１１月  ３日

１１月  ８日

１１月  ９日

１１月１０日

１１月１３日～１５日

１１月１５日

１１月２１日

１１月２５日

１１月２７日

１１月２８日～３０日

１１月２８日～２９日

１２月  ３日

１２月  ５日

１２月  ９日～１１日

１２月１８日

１２月１９日

１２月２４日～１月３１日

  １月  ９日

  １月１２日

  １月１５日

  １月２７日

  １月３０日

第４３回嘉島町文化祭（全議員）

市街化調整区域活性化連絡協議会（議長）

第９回人権を考える町民の集い（全議員）

ジョイフルスポーツ（全議員）

第５６回町村議会議長全国大会

例月現金出納検査（川上）

平成２５年度町村議会広報研修会（議長・広報委員）

議会運営委員会

平成２５年度上益城郡町議会議員研修会・スポーツ大会

益城、嘉島、西原環境衛生施設組合視察研修（岡）

上益城消防組合議会視察研修（津出・宮本）

管内議長臨時会

九州中央自動車道建設促進大会（議長）

第４回定例会

例月現金出納検査（川上）

第３回中央広域事務協議会（議長）

広報委員会（第１回～５回）

上益城郡議長定例会

成人式（全議員）

例月現金出納検査（川上）

上益城消防組合定例会（宮本）

嘉島町教育問題懇話会（議長・川上）

町民体育館

益城町健康センター

町民体育館

嘉島町役場周辺

東京ＮＨＫホール

監査委員室

熊本市自治会館

役場庁議室

甲佐町

山梨県・静岡県

天草

山都町

宮崎県延岡総合文化センター

議場

監査委員室

上益城地域振興局

監査委員室

甲佐町

町民体育館

監査委員室

組合事務所

東小学校

月　日 項　　目 場所等

平成25年11月13日、東京ＮＨＫホールにおいて全国の町村議会議長、関係者、約1,700人が出席するな
か、「真の分権型社会の実現を目指して」をメインテーマに「第57回町村議長全国大会」が開催された。
あわせて、「第38回豪雪地帯町村議長全国大会」も開催された。
大会では、「今こそ政官産学の各界各層からの英知を結集し、福島第一原子力発電所事故の早期収束と東
日本大震災からの一刻も早い復興を成し遂げると共に、自治能力を高め、都市と農村漁村が「共生」しうる
社会を強力に進めていく事が重要である」と決意
をこめて宣言の朗読があり、来賓祝辞では安部内
閣総理大臣、伊吹衆議院議長、山崎参議院議長、関
口総務副大臣、石破自由民主党幹事長、藤原全国
町村会長からそれぞれの祝辞を賜った。
また、「東日本大震災からの復興と大規模災害
対策の確立」「真の分権型社会の実現」「町村税財
源の充実強化」「道州制の導入に断固反対する特
別議決」など各種要望決議が発表され、それぞれ
全会一致で決定された。
会議終了後、群馬大学理工学研究院教授の片岡
敏孝氏による「想定を超える災害にどう備える
か」と題した特別講演が行われた。

第57回町村議会議長全国大会 真の分権型社会の実現をめざして
議長　木田　　勝

NHKホール



勝
田

　昭
一 

（
北
甘
木
元
区
長
）

「
議
会
だ
よ
り
」に
寄
せ
て

　雑
感

「
声
」

「
議
会
だ
よ
り
」
が
節
目
の
10
号
を
迎
え

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
寄
稿

を
と
い
う
こ
と
で
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ

い
て
感
じ
た
こ
と
の
一
端
を
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

４
年
近
い
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
隣
り

の
益
城
町
の
「
議
会
便
り
」
に
、
飯
田
山

の
公
園
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
時
感
じ
た
こ
と
は
、
議
会
の
活
力
・

緊
張
感
だ
っ
た
。
や
は
り
わ
が
町
で
も
、

議
会
の
活
性
化
を
図
る
に
は
議
員
自
体
が

自
分
た
ち
の
活
動
の
実
態
を
表
わ
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。

多
分
、嘉
島
町
議
会
で
も
「
議
会
だ
よ
り
」

の
必
要
性
を
全
議
員
で
協
議
さ
れ
、
よ
り

町
民
へ
議
会
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
為

に
、
未
発
行
だ
っ
た
「
議
会
だ
よ
り
」
が
、

今
日
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
事
に
感
謝
に

堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
教
師
初
任

の
時
、
学
校
新
聞
の
担
当
を
し
た
経
験
か

ら
、
発
行
の
苦
労
と
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
喜
び
を
知
っ
て
い
る
の
で
、
議
員
さ
ん

も
同
じ
思
い
を
さ
れ
て
い
る
と
察
し
て
い

ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
で
、
議
員
さ
ん

の
意
識
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
し
、
又
町

民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
・
期
待
も
高
ま
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
議
会

の
活
性
化
が
具
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
傍
聴
者
は
少
な

い
よ
う
で
あ
る
。
県
議
会
の
こ
と
だ
が
、

親
戚
の
話
で
は
当
人
が
一
般
質
問
す
る
時

は
、
呼
び
か
け
合
っ
て
バ
ス
一
台
貸
切
っ

て
傍
聴
に
行
っ
て
い
る
。
自
主
的
に
傍
聴

者
が
増
え
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
質
問
予

定
者
が
前
も
っ
て
回
り
に
知
ら
せ
る
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す

れ
ば
、
応
援
を
兼
ね
誘
い
合
っ
て
傍
聴
す

る
人
も
出
て
く
る
と
思
う
。

議
会
の
緊
張
。
活
力
に
繋
が
る
こ
と
を

望
み
た
い
。

議会を見に来ませんか

嘉島町議会だより 第10号

10

嘉
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町
議
会
広
報

第
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号

発
行・嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場

　議
会
事
務
局

〒
8
6
1ｰ

3
1
9
2 

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
5
3
0

☎
0
9
6ｰ

2
3
7ｰ

1
1
1
1

午
年
に
あ
や
か
り
、
一
騎
当
千
の

勢
で
議
員
活
動
を
通
し
、
地
域
や
町

の
発
展
の
為
に
頑
張
れ
る
１
年
に
し

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
津
出
）

活
力
と
う
る
お
い
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
三
月
に
は
嘉
島
町

民
会
館
が
開
館
し
、
総
合
運
動
公
園

に
は
、
多
目
的
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）

や
大
型
遊
具
を
有
す
る
芝
生
広
場
も

完
成
。
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

し
て
町
民
皆
ん
な
で
利
用
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
岡
）

水
田
に
は
鴨
お
ど
し
の
旗
が
風
に

揺
れ
冬
の
田
園
風
景
が
目
に
入
り
ま

す
。
黒
色
だ
け
で
な
く
赤
や
黄
色
白

な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
旗
も
景
観
が
変
わ

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。　
　（
河
原
）

今
年
は
消
費
税
増
税
・
T
P
P
等
、

私
た
ち
の
生
活
に
直
接
影
響
す
る
諸

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ

た
問
題
に
対
し
、
自
分
に
何
が
出
来

る
か
を
考
え
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が

暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　 

　
　
　
　
　 

（
鍋
田
）

息
子
が
高
校
受
験
で
す
。
親
は
や

き
も
き
す
る
ば
か
り
で
す
。
受
験
生

を
持
つ
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　（
宮
本
）

編
集
後
記

委
員
長

　津
出
悦
男

副
委
員
長

　岡

　牧
生

委

　
　員

　河
原

　泉

委

　
　員

　鍋
田

　平

委

　
　員

　宮
本
睦
生

再生紙を使用しています。

発
行
責
任
者
／
議
長   

木
田

　勝

・ 私たちの町はどんな未来へ向かって進んでいるのか
・ 皆さんが選んだ議員がどんな活動をしているのか
　見ていただくチャンスです。ぜひ、見に来てください！

次の議会は、３月に開催予定です。
【議会の当日、手続きをすれば、どなたでも傍聴できます。詳しくは議会事務局へ　TEL 096-237-1111（代表）】

傍聴席


